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第６章 計画の進捗管理 

 

第１節． 推進体制 

 
本計画は、高齢者の生活全般に係る計画であり、介護・福祉・保健・医療・教育・生活環境等

と多岐の分野にわたるため、庁内関係課、関係機関・団体などと連携を図りながら、総合的かつ

計画的な推進を図ります。 

分野横断的な庁内の推進体制を整備し、計画の進捗状況の管理と情報の共有を図り、各所管の

責任や役割を認識し、全庁的な取組を進めます。 

 

第２節． 評価・点検の手法 

 

本計画に掲げた施策について、統計資料などを用いて、サービス利用の状況や財政の状況など

を定期的に確認し、進捗状況の把握に努めるとともに、計画のロジックモデルを活用し、最終ア

ウトカム（目指す目的）の実現に向け、本計画における成果が得られているかについての評価を

行います。 

また、事業の質的な評価を行っていけるよう、相談や苦情等をはじめ、住民・団体・事業者の

意見・要望・評価などの定期的な収集・整理に努めます。 

これらの情報をもとに、本計画に掲げた施策や評価指標のＰＤＣＡサイクルによる進捗管理を

行い、次年度事業の実施計画の立案や実施方法の改善に活かしていきます。 

なお、評価・点検事項は、竜王町介護保険運営協議会などに報告し、有識者、事業者、被保険

者などの協力を得ながら、幅広い視点からの評価・点検に努めます。 

  

Plan：計画
➢施策、事業の立案

➢評価指標の設定

➢介護サービス見込み
量の推計

Check：評価
➢取組状況の評価

➢ロジックモデルにお
ける成果指標の評価

➢評価結果の情報共有

Do：実行
➢計画に掲げた施策、
事業の推進

Action：改善
➢次年度事業の改善

➢次期計画策定に向け
た振り返り


